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答　

①
18
年
度
か
ら
就
労
支
援

員
１
人
を
配
置
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
新
宿
と
連
携
を
図
る
な
ど
、
就

労
支
援
、
処
遇
向
上
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
18
年
度
、
就
労
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
結
び
つ
け
た
ケ
ー

ス
は
79
世
帯
、
う
ち
就
労
に
よ
る

自
立
、
生
活
保
護
廃
止
ま
で
は
73

世
帯
で
あ
る
。
②
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
連
携
、
就

労
指
導
の
推
進
、
就
労
意
欲
形
成

の
３
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け
、
対

象
者
に
あ
わ
せ
、
支
援
し
て
い
る
。

高
齢
者
虐
待　

　

北
原
議
員　

高
齢
者
虐
待
を
早

期
に
発
見
す
る
た
め
、
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
虐
待
が
深
刻
化

す
る
前
に
支
援
の
手
を
さ
し
の
べ

る
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

答　

医
療
、
警
察
な
ど
の
関
係

機
関
と
高
齢
者
虐
待
対
応
連
絡
会

を
設
置
し
た
。
今
後
、
地
域
の
団

体
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
の
支
え

合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い

け
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

西
武
新
宿
線
立
体
交
差
事
業

　

篠
議
員　

西
武
新
宿
線
の
立
体

交
差
事
業
は
、
区
を
挙
げ
て
運
動

し
た
成
果
も
あ
り
、
東
京
都
が
鉄

道
立
体
化
を
検
討
し
て
い
た
20
区

間
の
う
ち
、
国
に
要
望
す
る
二
つ

の
中
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
こ
の
内
容
の
概
要
は
。

　

答　

都
議
会
第
３
回
定
例
会
で
、

京
王
線
の
代
田
橋
駅
・
八
幡
山
駅

間
と
西
武
新
宿
線
の
中
井
駅
・
野

方
駅
間
の
２
区
間
の
新
規
着
工
準

都
市
整
備

都
市
整
備

都
市
整
備

都
市
整
備

備
採
択
を
国
に
要
望
し
た
。
都
は
、

今
年
度
、
事
業
化
に
向
け
た
構
造

形
式
の
検
討
な
ど
に
着
手
す
る
。

西
武
新
宿
線
立
体
交
差
事
業

　

久
保
議
員　

都
は
国
に
対
し
、

中
井
駅
・
野
方
駅
区
間
の
新
規
着

工
準
備
採
択
を
要
望
し
た
が
、
区

で
も
、
連
続
立
体
交
差
事
業
化
に

向
け
、
専
門
チ
ー
ム
を
組
織
す
る

な
ど
準
備
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
残
り
の
野
方
駅
・
井
荻
駅

区
間
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
取

り
組
み
を
続
け
る
べ
き
で
は
。

　

答　

今
後
、
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
と
併
せ
て
、
関
係
機
関
と
の

調
整
を
進
め
る
た
め
の
体
制
づ
く

り
を
行
う
。
残
り
の
区
間
に
つ
い

て
も
、
地
元
の
方
と
ま
ち
づ
く
り

の
検
討
を
進
め
、
杉
並
区
と
も
連

携
し
な
が
ら
引
き
続
き
都
に
働
き

か
け
て
い
く
。

山
手
通
り
の
安
全
確
保

　

岩
永
委
員　

山
手
通
り
は
、
中

野
坂
上
交
差
点
か
ら
南
北
に
坂
に

な
る
。
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
人

の
安
全
確
保
や
、
バ
ス
停
に
屋
根

の
設
置
、
利
用
者
を
風
害
か
ら
守

る
こ
と
な
ど
、
区
と
し
て
住
民
の

安
全
確
保
の
対
応
を
都
な
ど
に
求

め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

整
備
に
伴
い
、
歩
行
者
の

安
全
確
保
に
一
定
程
度
問
題
が
あ

る
よ
う
な
場
合
に
は
、
首
都
高
や

東
京
都
に
対
し
、
住
民
の
安
全
確

保
な
ど
の
対
応
を
依
頼
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

中
野
坂
上
の
ま
ち
づ
く
り

　

江
口
議
員　

22
年
に
、
中
野
坂

上
駅
の
西
口
改
札
口
の
開
設
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
は
、

大
き
な
ス
ー
パ
ー
も
あ
り
、
買
い

物
な
ど
で
道
路
を
横
断
す
る
区
民

が
多
い
が
、
歩
道
橋
が
設
置
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
歩
道
橋
は
、

非
常
に
不
便
で
あ
る
ほ
か
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
の
問
題
も

あ
る
。
改
札
口
開
設
を
機
に
、
歩

道
橋
を
撤
去
し
、
横
断
歩
道
と
信

号
機
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

歩
道
橋
は
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
観
点
で
の
問
題
が
あ
る
が
、

子
ど
も
の
安
全
面
に
お
い
て
、
優

れ
て
い
る
点
も
あ
る
。
関
係
機
関

や
地
元
の
意
見
を
踏
ま
え
、
撤
去

も
含
め
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

上
鷺
宮
ま
ち
づ
く
り
計
画

　

小
堤
議
員　

地
区
整
備
計
画
の

素
案
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

住
民
と
の
合
意
が
な
い
の
に
、
あ

る
も
の
と
し
て
進
め
て
き
た
こ
と
、

ま
た
、
道
路
拡
幅
に
よ
る
地
域
環

境
の
悪
化
と
土
地
の
無
償
提
供
で

あ
る
。
こ
の
点
の
不
安
を
解
消
し

て
話
し
合
い
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　

答　

検
討
の
進
め
方
や
周
知
の

方
法
な
ど
で
拙
速
な
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
地
域
住
民
や
地
権
者
な
ど

か
ら
、
上
鷺
宮
の
ま
ち
の
将
来
像

に
つ
い
て
改
め
て
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
地
域
と
区
が
一
緒
に
な
っ

て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

地
域
交
通
の
充
実

　

小
堤
議
員　

①
交
通
不
便
地
域

解
消
に
は
、
都
市
整
備
部
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
家
庭
部
や
保
健
福

祉
部
な
ど
を
含
め
た
検
討
組
織
で

取
り
組
む
べ
き
で
は
。
②
「
な
か

の
ん
」
へ
の
運
行
助
成
は
あ
と
１

年
と
な
っ
た
が
、
運
行
廃
止
と
な

ら
な
い
よ
う
、
新
た
な
補
助
も
含

め
助
成
を
継
続
す
る
べ
き
で
は
。

　

答　

①
関
連
分
野
の
実
務
者
を

中
心
に
Ｐ
Ｔ
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、

今
後
本
格
的
に
検
討
を
進
め
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。
②
現
段
階
で

は
、
運
行
助
成
の
延
長
は
考
え
て

い
な
い
。
収
支
改
善
の
た
め
、
サ

ー
ビ
ス
充
実
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
協
力
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

東
中
野
の
ま
ち
づ
く
り

　

酒
井
議
員　

東
中
野
駅
の
西
口

広
場
整
備
を
契
機
に
、
商
店
街
の

活
性
化
や
駅
の
東
西
南
北
の
格
差

解
消
を
図
り
、
中
野
の
玄
関
口
で

あ
る
東
中
野
の
ま
ち
全
体
が
活
性

化
す
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

山
手
通
り
拡
幅
、
西
口
広

場
整
備
、
日
本
閣
跡
地
開
発
な
ど

の
事
業
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
や
ま

ち
の
魅
力
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
今
後
も
、
街
路
の
基
盤

整
備
や
業
務
施
設
の
誘
導
な
ど
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

野
方
駅
整
備
と
第
三
セ
ク
タ
ー

　

大
内
議
員　

よ
う
や
く
野
方
駅

整
備
が
具
体
的
に
動
き
出
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
第
三
セ
ク
タ
ー
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
補
正
予

算
も
組
ん
だ
。
第
三
セ
ク
タ
ー
を

つ
く
る
理
由
と
、
区
、
西
武
鉄
道
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
役
割
は
。

　

答　

野
方
駅
整
備
に
は
、
国
の

補
助
金
を
受
け
る
が
、
交
付
対
象

は
地
方
公
共
団
体
が
出
資
す
る
第

三
セ
ク
タ
ー
に
限
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
区
と
西
武
鉄
道
が
出
資
し

て
第
三
セ
ク
タ
ー
を
設
立
し
、
駅

舎
部
分
を
建
設
、
保
有
す
る
。
区

は
、
南
北
自
由
通
路
と
広
場
を
整

備
し
保
有
す
る
。

野
方
駅
整
備
の
費
用

　

大
内
議
員　

①
野
方
駅
全
体
の

整
備
の
費
用
は
土
地
代
を
除
く
と

幾
ら
位
か
。
②
こ
の
事
業
は
21
年

度
開
設
予
定
が
半
年
も
遅
れ
て
い

る
。
こ
れ
以
上
遅
れ
さ
せ
な
い
で

ほ
し
い
が
、
今
後
の
予
定
は
。

　

答　

①
区
が
行
う
自
由
通
路
と

広
場
部
分
は
約
８
億
円
、
第
三
セ

ク
タ
ー
が
行
う
駅
舎
部
分
は
約
９

億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。
②
最
大

限
早
く
実
現
を
し
て
い
き
た
い
。

西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交
差
化

　

北
原
議
員　

連
続
立
体
交
差
化

事
業
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
に
中

井
駅
・
野
方
駅
間
の
構
造
形
式
の

検
討
な
ど
に
着
手
す
る
と
し
た
都

の
答
弁
は
重
い
。
今
後
、
さ
ら
に

具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
求

め
ら
れ
る
が
、
区
は
ど
の
よ
う
な

手
法
で
進
め
る
の
か
。

　

答　

ま
ち
づ
く
り
構
想
を
さ
ら

に
具
体
的
な
計
画
と
し
て
、
基
本

計
画
な
ど
に
地
域
の
意
見
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
段
階
的
に
策
定
す

る
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
進

め
て
い
き
た
い
。

自
動
二
輪
の
駐
車
場

　

つ
ぼ
い
議
員　

中
野
区
の
自
動

二
輪
の
駐
車
場
は
、
４
カ
所
し
か

な
い
。
一
方
で
利
用
率
の
低
い
自

転
車
駐
車
場
が
あ
る
が
、
こ
こ
に

自
動
二
輪
を
置
く
場
所
を
確
保
で

き
な
い
か
。
駐
車
場
が
少
な
い
と
、

路
上
駐
車
が
増
え
、
通
行
や
緊
急

車
両
の
妨
げ
と
な
る
。
早
急
に
対

応
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答　

自
動
二
輪
は
、
四
輪
車
と

同
様
に
民
間
の
駐
車
場
の
利
用
が

本
来
の
あ
り
方
と
考
え
る
。
区
と

し
て
現
在
の
駐
車
場
以
外
に
整
備

す
る
考
え
は
な
い
が
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
駐
車
場
整
備
に
は
区
の

補
助
制
度
が
あ
り
、
制
度
の
周
知

な
ど
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。

学
校
再
編
計
画

　

篠
議
員　

学
校
再
編
計
画
は
、

平
成
20
年
度
に
改
定
し
、
中
・
後

期
に
か
か
る
統
合
の
時
期
や
統
合

新
校
を
定
め
る
。
ま
た
、
そ
の
時

点
の
児
童
・
生
徒
の
推
移
な
ど
の

人
口
動
態
や
、
通
学
区
域
の
見
直

し
、
裏
付
け
と
な
る
財
源
な
ど
も

加
味
し
な
が
ら
、
区
民
論
議
の
場

を
設
け
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
設
定
す
る
の
か
。

　

答　

計
画
の
策
定
に
は
、
児

童
・
生
徒
数
の
推
移
や
通
学
区
域

の
見
直
し
、
さ
ら
に
裏
付
け
と
な

る
財
源
な
ど
も
加
味
し
て
検
討
し
、

事
前
に
区
民
に
案
を
示
し
て
意
見

を
聞
き
、
進
め
て
い
き
た
い
。

地
域
図
書
館

　

篠
議
員　

鷺
宮
図
書
館
は
、
耐

震
補
強
工
事
の
た
め
、
６
カ
月
間

一
部
事
業
を
休
止
す
る
。
地
域
図

書
館
の
機
能
が
欠
落
す
る
時
期
は
、

学
校
図
書
館
と
の
連
携
を
強
化
す

る
機
会
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

区
立
図
書
館
は
、
業
務
の

一
部
を
委
託
し
て
い
る
。
各
館
の

受
託
者
は
、
区
職
員
指
示
の
も
と

管
内
の
学
校
な
ど
を
巡
回
す
る
な

ど
連
携
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
子
ど
も
読
書
活

動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
校
施
設
耐
震
化

　

久
保
議
員　

耐
震
性
能
の
判
断

は
、
建
物
だ
け
で
な
く
地
盤
の
状

況
や
基
礎
構
造
な
ど
も
含
め
、
総

合
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
調
査

結
果
に
よ
り
、
基
礎
の
取
り
替
え

教　
　

育

教　
　

育

教　
　

育

教　
　

育
が
必
要
な
場
合
は
、
改
修
で
は
な

く
、
改
築
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

答　

耐
震
改
修
工
事
は
、
建
物

と
併
せ
て
、
地
盤
、
基
礎
も
調
査

検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
す

る
。
全
面
的
に
取
り
替
え
る
場
合

は
、
改
築
も
考
え
る
。

図
書
館
の
充
実

　

岩
永
委
員　

①
図
書
館
の
利
用

者
や
登
録
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、

魅
力
が
あ
る
、
役
に
立
つ
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
欠
か
せ
な
い
。
図
書

費
の
増
額
と
視
聴
覚
資
料
の
購
入

を
再
開
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
文
部
科
学
省
が
示
す
図
書
標
準

に
達
し
て
い
な
い
学
校
図
書
館
が

残
っ
て
い
る
。
蔵
書
の
充
実
、
施

設
設
備
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
が
、

区
の
考
え
は
。

　

答　

①
視
聴
覚
資
料
の
購
入
に

つ
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
提
供
方

法
、
利
用
形
態
の
変
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。
②
基
準
達
成
を
目
指
し
、

蔵
書
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
学

校
ご
と
の
計
画
を
策
定
し
、
努
力

し
て
い
く
。

学
校
再
編

　

酒
井
議
員　

中
野
昭
和
小
と
の

統
合
に
よ
り
、
東
中
野
小
の
児
童

は
、
幹
線
道
路
を
二
本
横
断
し
て

通
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

大
人
に
比
べ
視
野
が
水
平
・
垂
直

と
も
約
60
度
狭
い
と
さ
れ
る
児
童

の
通
学
路
の
安
全
対
策
に
は
、
低

学
年
の
視
点
に
立
っ
た
配
慮
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
魅
力
的

な
統
合
新
校
と
す
る
た
め
の
取
り

組
み
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

　

答　

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
考

慮
し
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
検
討
す
る
。
魅
力
的
な

学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
も
学
校
統

合
委
員
会
で
協
議
し
て
い
く
。

統
合
新
校
と
伝
統
の
保
存

　

大
内
議
員　

来
年
４
月
に
最
初

の
統
合
新
校
、
緑み
ど
り
の野
中
学
校
と
桃と
う

花か
小
学
校
が
開
校
す
る
。
新
し
い

学
校
に
、
統
合
さ
れ
る
各
学
校
の

伝
統
や
歴
史
を
象
徴
す
る
品
を
残

す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

統
合
対
象
の
学
校
の
歴
史
、

伝
統
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
統
合

す
る
各
学
校
や
同
窓
会
の
記
念
の

品
な
ど
は
、
教
育
活
動
に
支
障
の

な
い
範
囲
で
新
校
の
校
舎
内
に
保

存
し
て
い
き
た
い
。
ス
ペ
ー
ス
の

関
係
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

江
古
田
の
獅
子
舞

　

山
崎
議
員　

江
古
田
の
獅
子
舞

は
区
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
区
は
文
化
財
保
護
条
例

に
て
「
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に

努
め
る
」
と
し
て
い
る
が
、
江
古

田
の
獅
子
舞
の
実
施
日
で
あ
る
10

月
第
１
日
曜
日
に
は
中
野
ま
つ
り

も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
両
方
に
参

加
し
た
い
区
民
も
多
い
。
改
善
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

日
程
の
重
複
に
つ
い
て
は

中
野
ま
つ
り
の
実
行
委
員
も
認
識

し
て
お
り
、
来
年
度
は
第
２
土
曜

日
曜
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

江
古
田
の
獅
子
舞
は
７
百
年
以
上

の
歴
史
を
持
つ
祭
り
で
あ
り
、
区

と
し
て
も
地
域
の
伝
統
文
化
に
つ

文
化
・
芸
術

文
化
・
芸
術

文
化
・
芸
術

文
化
・
芸
術


